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里山再生

PJT
花を咲かそう

西代里山公園の上で畑をお借りして、西山フアミリー環境探検隊の子供たち

が4月２１日サツマイモを150本植えました。

その後つる返し（8月 4日）も実施し、順調にフェンスに守られて育って

いました。8月 9日（木）最初にフェンスを破られ２０株ほど食べられま

した。それから毎日のように破られイノシシ戦争です。

丸太、丸竹、杭、脚立、サーフボード、有刺鉄線などで防戦しましたが簡単

に突破され6割ほど食べられました。（写真１）

8月 17日（金）、面積が広く、斜面地もあるため防衛側の消耗が激しく

白旗を上げ、残った4割程度を収穫、終戦にしました。

分け前はたらい1個分です。（写真2）

イノシシはその後も入ってきて、サツマイモ畑をきれいに耕してくれました。

この夏の暑さはなんだ

7 月 23 日　シート掛け作業

サツマイモイノシシに食べられる

６月 22日　蕎麦打ち

５月に植えたベゴニヤなどの花々が　水、水、水・・を求めながら枯れてしま

いました。一方その周りを囲んで栽培する多年性草花はなんとか健在で、面目

は保っています。今年に限っては仕方ないとの声もありますが、残念な出来事

では済まされません。昨年はビニールシートで土を覆うことにより水やりの削

減を達成しましたが、今年はその処置を完遂するまもなく枯れてしまいました。

１１月８日予定の秋の植え替えを機に

半年計画で土壌改善など対策したく思

います。

一方、９月２９日に緑の集いの席で緑の協会から長年の活動に対し表彰を受

けました。去年の市からの表彰に続くことなのですが、まだまだ頑張らねばの

感です。６月２２日の第２回「蕎麦打ち会」を行い２４人が腹を満たしたのに

続き、秋にも「アウトドア料理」を予定しており、体力つけなくちゃ！

竹林再生、花を咲かそう、ビオトープの３PJT は夏の半日、亀岡郊外の烟河温泉で

慰労会を行いました。春の筍収穫に汗を流して頂いたご褒美として、メンバー12名

が参加して、日頃の疲れを癒し、お互いの交流を深めました。

10：30にホテルの送迎バスで出発、小一時間で現地到着。会食まではグランドゴルフ

で一汗流し、温泉で裸の交流も深めました。

　　　　　　　　　　　　　　会食では元気が良すぎて、つい飲み過ぎ、記憶の定かでないメンバーもいて、

　　　　　　　　　　　　　　それぞれの本音を聞いたり、思わぬ一面が垣間見られたりと楽しく、リフレッ

　　　　　　　　　　　　　　シュできた慰労会となりました。

　　　　　　　　　　　　　　“よーし、又、明日から頑張るぞー。”の声が聞こえてきそうな和やかな半日でした。

　　　　　　　　　　　　　　みなさんも是非ボランティア活動に参加して見ませんか？

                            一同、お待ちしています。　　　

竹林再生、花を咲かそう、ビオトープPJTメンバー一同

慰労会で乾杯!
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イノシシ７日間戦争！
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PJTリーダー　田原誠一郎PJT
エコ
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PJTサブリーダー　渡辺節郎
PJT

竹林再生 向日が丘支援学校と交流を深めました。

一級建築士 田代ゆかり

アプリコット建築研究所

〒617-0823 
京都府長岡京市長岡３丁目 19-3
TEL.075-953-1723  
E-mail  apricot-ao@zeus.eonet.ne.jp
URL  http://apricot-archi.com

地球のエネルギーを大切に
省エネ・高耐震の家を一緒に建てませんか？

夏の身近な科学遊び大山崎町立中央公民館で を行いました。

大根に小さな銅版とマグネシ
ウム片を突き刺し、コードで
電子オルゴールとつなぐと
メロディーが鳴ります。
大根の代わりにレモンや
キュウリでもできます。
乾電池のモデル実験です。

レッドキャベツから作った
アントシアニン水溶液に、
酢や重曹を加えるとｐＨの
違いにより色が変わります。

7月 17日、支援学校小学部の特別活動に、竹や牛乳パックを材料にした工作の指導

員として参加しました。竹材の提供から始まった昨年度からの交流会も４回目になり

ます。児童２３人にサポート役の先生方がつき、当方からは6人のメンバーが参加。

先ずは竹切体験。みんなノコギリを持つのも初めてで、見ている方がひやひやする中、

車いすの児童も挑戦し、掛け声を受けながら一生懸命の作業で竹を切り終えた。

その瞬間、見ていた周りから拍手が沸いた。児童も嬉しそうな顔。思わずこちらも感動。

その後、竹ポックリを作って遊んで貰った。

                              竹ポットもお土産に作った。牛乳パックの底を使った

                              ぶんぶんゴマ作りも思い思いの色を塗り、不自由な

                              手で糸を通して廻してみました。要領がわかってくる

                              とビューンビューンといい音を立て、会場内に響き渡ります。

                              初めての体験に悪戦苦闘しながらも全員で楽しく遊んだ一時でした。

                              10 月 31 日から 11 月 2 日の学校祭にはまた参加しますが、どんな発見があるか

                             今から楽しみにしています。

大山崎町立中央公民館では毎年夏休みに「夏休み子ども教室」を開催し、色々な

イベントを行っています。長岡京市環境の都づくり会議も１０数年前から参加

しており、今年も猛暑の中、たくさんの小学生とご家族に参加していただきま

した。「楽しく遊びながら学べる科学教室」をテーマとして、家庭で使う身近な

品物を使って、「野菜で電気を作る実験」と「アントシアニン液の色を変える実験」

を楽しみました。皆さん熱心に実験していただきましたので、中西館長より

「科学あそび博士」の認定書を渡していただきました。

最後に全員で記念撮影を行い、お土産として、何度も実験できるように、実験に

使った器具を持って帰っていただきました。

野菜で電気を作る実験
アントシアニン液の
色を変える実験



京都府地域力再生活動

地域創生に取り組んでいます！
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ホームページもご覧下さい。

各 PJT の活動内容と写真などがあります。

「長岡京市環境の都づくり会議」で検索してください。

事務所：多世代交流ふれあいセンター内

〒617-0812 長岡京市長法寺谷山 13-1

あなたも「長岡京市環境の都づくり会議」に
参加してみませんか。どなたでも参加できます。
問合せは江川まで。Tel. 075-957-6169   
 E-mail   egawam@kyoto.zaq.ne.jp

「長岡京市環境の都づくり会議」では、さらなる活動の飛躍を期して

活動協賛金を募っております。一口年間 1,000 円（一口以上） 編
集
後
記
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竹林整備活動 ( 毎週月曜）

竹林整備活動 ( 毎週月曜）

竹林整備活動 ( 毎週月曜）竹炭焼き ( 第２,4 木曜 )

竹炭焼き ( 第２,4 木曜 )

竹炭焼き ( 第２,4 木曜 )森林ボランティア (10/7)

森林ボランティア (10/21)

森林ボランティア (11/4)

森林ボランティア (12/  )

森林ボランティア (12/  )

エコMe(10/16))

エコMe(11/  )

エコMe(12/  )

環境教育Me(11/15)

環都ニュース発行 (10/1)

環都月例会議 (10/9）

環都月例会議 (11/13）

環都月例会議 (12/11）

3PJT 合同例会 (10/19)

3PJT 合同例会 (11/16)

3PJT 合同例会 &忘年会 (12/21)
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11 緑のサポーター ( 随時 )

緑のサポーター ( 随時 )

長岡第十小すくすく教室 (10/17)

長岡第十小すくすく教室 (11/  )

ミヤコちゃんのエコまんが 作：船越 聡
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日本の環境ニュース

“2019年問題”って、ご存知ですか！
聞かれた方も多いと思いますが、『住宅用太陽光発電の余剰電力を有利な条件で買い取ってくれる

制度が終了するという問題』を言っています。

現在、家庭用として住宅に設置された太陽光発電は、電気をまず自宅で使い、余剰電気は電力会社が買い

取っています。この制度は、2009年 11月にスタートした「太陽光発電の余剰電力買い取り制度」（FIT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　制度とかFITとも呼ばれている）ですが、当初から10年間の買取

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期間と言われていて、2019年 11月から期限切れが始まります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題は、終了後どうなるのか政府も電力会社等も現在まで正式な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報を出しておらず、関係者が困惑しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　最悪の場合、「FIT後は、余剰電力は電力会社のタダ取り」になる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のではという不安も言われています。(それはないと思いますが。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタート時は、1キロワット時当たり48円でした。

“環境の都づくり会議” は” 竹の学校” と共同で、市の助成金を
活用して竹林整備等の機動力として軽トラを導入しています。
有効活用のため、空いている時は市民団体や個人のボランティア
活動に貸出ししています。是非、ご利用下さい。
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私達はこの歴史の都、長岡京市を「環境の都」に
したいと活動しています。
豪雨、猛暑、台風と厳しい自然を実感させられた
この夏、環境について今一度考えてみませんか？
皆様のご意見をお待ちしています。

使用料：１日当たり 1,000 円（ガソリンは実費負担願います）
連絡先：環境の都づくり会議　渡辺節郎　090-7755-9238

第 10回長岡京市環境フェア
(11/17)

京都環境フェスティバル
(12/8,9)

X’マスリース教室 (11/18)

花にしき合同バーベキュー P  (10/12)

竹林整備体験会 (10/21)

竹林整備体験会 (11/11)

正月飾り準備作業 (12/  )

正月飾り作り講習会 (12/  )


